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要 約

全国23都道府県のペットのグリーンイグアナについてSalmonella，PasteurellaおよびStaρhylococcusの保菌状況

を検討した.Salmonellaは， 98頭中 17頭(17.3%)の糞便から分離された.分離株49株中47株は，生物群WのS.

enterica subsp. houtenaeであり，わが国のイグアナが原因と思われる乳児サルモネラ症の原因となった血清型45:g，

Z5':ーが3株，生物群IのS.enterica subsp. entericaも2株分離された.陽性個体17頭由来の17株中9株 (52.9%)は

streptomycin耐性株であり，また，ーすべての株は上皮細胞侵入因子 (invA)およびエンテロトキシン (stn)両遺伝子

を保有していた.P. multocida は89頭中3頭 (3.4%)から， また， S. aureusは18頭 (20.2%)の口腔からそれぞれ

分離された.一一キーワード:イ グアナ，Pasteurella， Salmonella， StaPhylococcus. 
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近年のペット動物の多様化に伴い，犬，猫，鳥類以外

にも鵬虫類をペットとして飼育する人たちが増えてき

た.内閣府が実施した「動物愛護に関する世論調査」に

よると， 2003年にはペットを飼育している人の2.4%が

鵬虫類を飼育していることが判明している.なかでも，

イグアナは草食性で一般に性格もおとなしく，飼育も容

易であることから，家庭内で飼育している人が多い.し

かしながら，成長に伴い大型化すると岐傷事故も多数報

告されるようになった[1].

米国では，年間およそ74，000人が鵬虫類に関連した

サルモネラ症に権患しており，人のサルモネラ症全体の

6%，特に子供では11%に相当することが明らかとなっ

ている [2J.わが国においても， 2004年から2005年に

かけてイグアナやミドリガメが感染源として疑われた乳

児重症サルモネラ症の事例が相次いで報告され，厚生労

働省は， 2005年12月22日， Iミドリガメ等腿虫類を原

因とするサルモネラ症発生に係わる注意喚起について」

を全国の自治体に対して通達するとともに， Jf~虫類の飼

育者や取り扱い業者に対しては，ょうやく本症に関する

正しい情報の提供に努める動きを始めた.

これまでに，わが国のペット用に輸入されたカメ類や

トカゲ類の多くはSalmonellaを保菌していることが報

告されている [3，4]. しかしながら，実際に家庭で飼育

されている腿虫類を対象としてサルモネラを含む各種人

と動物の共通感染症起因菌の保菌状況を詳細に検討した

報告は少ない.特に近年，わが国でも乳児サルモネラ症

の感染源として推定されたペットのイグアナのSalmo-

nella保菌状況については，まったく不明の状態である

といっても過言ではない.

そこで本研究では，わが国で鵬虫類のベットとして広

く飼育されているグリーンイグアナを対象として，Sal-

monellaの保菌状況について検討するとともに，岐傷感

染症であるパスツレラ症の起因菌Pasteurellamultoci-

daおよび創傷化膿症の起因菌である Staphylococcus

aureusの保菌状況について検討した.

材料および方法

供試材料:北海道 ・東北地方 (北海道，岩手県，山形

県，宮城県，福島県)，関東地方(東京都，神奈川県，

埼玉県，千葉県，山梨県)，北陸 ・東海地方(新潟県，

↑連絡責任者:壁谷英則 (日本大学生物資源科学部獣医学科獣医公衆衛生学研究室)
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し， 37 'cで24時間培養した.各分離培地上のSalmo-
nellaを疑うコロニーをそれぞれ1-3個釣菌し， DHL 

寒天培地で純培養を行った.純培養後，グラム染色，

TSI培地， SIM培地， VP-MR試験(以上，栄研化学

側，東京)およびSC培地 (日水製薬側，東京)による

生化学性状ならびにサルモネラ O多価血清(デンカ生研

附，東京)によるためし凝集反応により予備同定を行っ

た後， IDテスト EB-20(日水製薬側，東京)を用いて

生物群を決定した.さらに，サルモネラ型別血清 (デン

カ生研側，東京)を用いたスライド凝集反応により血清

型を決定した.

Salmonella分離株の薬剤感受性試験:各Salmonel-

la陽性個体から分離された任意のl株， 計17株につい

て， Kirby-Bauer法による薬剤感受性試験を行った [5].

薬剤l感受性用ディスクはAmpicilin，Piperaci1lin， 

Cefozopran， Streptomycin， Kanamycin， Gentam-

icin， Tetracyc1ine， Chloramphenicol， Fosfomycin， 

Nalidixic acid， Ofloxacin， Sulfamethoxazole/Tri-

methoprim (BD Sensi-Disc， Becton Dickinson， U.S.A.) 

の12薬剤を用いた.

Salmonella分離株の invAおよびstn遺伝子の検

出:薬剤l感受性試験に用いた 17株について，上皮細胞

侵入因子 (invA)およびエンテロトキシン (stn)両遺

伝子の保有状況を検討した.invA遺伝子はChiuら[6]，

stn遺伝子はMakinoら [7JのPCR法をそれぞれ用い

て検出した.
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表l 地方別のペットイグアナの糞便および口腔スワプ
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Pasteurellaの分離と同定:Pasteurellaの分離には

マウス通過法を用いた.採取した口腔スワブ材料を5ml

の滅菌リン酸緩衝液に振るい出した後，1mlをそれぞれ

2頭のddYマウス (7週齢，メス)に腹腔内投与した.

投与後24および48時間後に，ジエチルエーテル麻酔下

のマウスから無菌的に全採血を行い， EDTAチューブ

(ベノジェク トH真空採血管，テルモ側，東京)に回収

した.得られたマウス血液の100μlを5%馬血液加ハー

トインフュージョン寒天培地 (HIA，DIFCO， U.S.A.) 

に塗抹し， 37 "cで48時間分離培養を行った.培地上に

発育したPasteurellaを疑うコロニーを1-3個釣菌し，

HIA培地に純培養した.Pasteurella属の同定は，グラ

ム染色性，馬血液の溶血性， LIM培地 (栄研化学側，東

京)による試験， VP-MR試験， カタラーゼ産生性，硝

酸塩還元試験により行った.また，菌種の同定は，マツ

コンキー寒天培地(日水製薬側，東京)上の発育性，乳

糖および白糖分解能，インドールおよびウレアーゼ産生

性により行った.

9 9 言十

Staphylococcusの分離と同定:Pasteurellaの分

離に用いた口腔スワブ材料の振り出し液1mlを7.5%

NaCl加トリプトソーヤブイヨン(日水製薬鮒，東京)

に接種し， 37 "cで48時間増菌培養した.培養後，増菌
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石川県，愛知県，岐阜県，三重県)，関西地方(京都府，

大阪府，兵庫県)，中国 ・四国・九州地方(広島県，愛

媛県，香川県，福岡県，鹿児島県)から合計62カ所の

家庭および団体でペットとして飼育されているグリーン

イグアナ (Iguanaiguana，以下イグアナ:1カ所から

1-11頭)を対象に調査した.2003年6月から2004年

4月の間，すべて異なる個体から採取された糞便98検体

と口腔スワブ89検体をそれぞれ実験に供試した(表1).

イグアナの新鮮糞便と口腔スワブは，シードスワブ (y 

3号・栄研栄研化学側，東京)で採取した後，ただち

に日本大学生物資源科学部獣医学科獣医公衆衛生学研究

室に常温で送付した.

Salmonellaの分離と同定:シードスワブ中の糞便材

料を 5mlの滅菌リン酸緩衝液に振るい出し，その 1ml

を9mlのハーナテトラチオン酸塩培地(栄研化学側，東

京)へ接種し， 37 "cで24時間増菌培養した.培養後，

増菌培地の l白金耳量をDHL(栄研化学側，東京)お

よびMLCB寒天平板培地 (日水製薬(鮒，東京)に塗抹

98 言十t. 
口



イグアナのSalmonella等保菌状況

表2 ペットイグアナにおけるSalmonella，Pasteurellaお
よぴ、StaPhylococcusの保菌状況

検査
分離菌種

陽性頭数 分離
頭数 (%) 株数

S. enterica subsp. 17 (17.3) 48 

98 houtenae 

S. enterica su bsp 1 (1.0) 
enterica 

合計 17判(17.3) 49 

P. multocida 3 (3.4) 6 

89 P. ureae 2 (2.3)叫 5 

Pasteurella spp 8 (9.0)叫 20 

合計 13 (14.6) 31 

S. aureus 18 (20.2) 58 

89 S. caprae 3 (3.4) 3 

S. warneri 1 (1.2) l 

StaPhylococcus spp. 13 (14.6) 48 

合計 35 (39.3) 110 

*1 :1~頁はS. enterica subsp. entericaとS.enterica subsp. 

houtenaeを保菌していた.

*2:2頭はP.ureaeとPasteurellasppを保菌していた.

培地の1白金耳量を MSEY寒天培地(日水製薬鮒，東

京)とフォーゲル ・ジョンソン寒天培地 (日水製薬鮒，

東京)にそれぞれ塗抹し， 37
0

Cで48時間分離培養した.

各分離培地上のStaphylococcusを疑うコロニーを3個

釣菌し， MSEY寒天培地で純培養後，グラム染色性，市

販の菌同定キット (N-IDテスト/SP-18，栄研化学

側，東京)を用いた生化学性状試験およびウサギプラズ

マ(栄研化学側，東京)を用いたコアグラーゼ試験によ

り菌種を同定した.

成 績

Salmonella保菌状況:供試した98頭のイグアナの

うち 17頭 (17.3%)から合計49株のSalmonellaが分

離された (表2). 

イグアナが飼育されている地域別のSalmonella保菌

率は，北海道・ 東北地方で35.3% (6/17)，関東地方で

16.0 % (8/50)，北陸 ・東海地方で18.2% (2/11)，関

西地方で0%(0/11)，中国 ・四国・九州地方で11.1% 

(1/9)であった(表3).各地域の保菌率の聞に有意な

差は認められなかった.

雌雄別のSalmonella保菌率は，雄で17.5% (7/40)， 

雌で14.3% (6/42)，性別不明の個体で25.0% (4/16) 

であったが，有意差は認められなかった(表3). 

また，年齢別の Salmonella保菌率は， 0~3 歳で

26.3 % (5/19)， 4 ~ 6歳で18.8% (6/32)， 7 ~ 9歳で

13.3 % (4/30)， 10歳以上で0%(0/5)，年齢不明のも

ので16.7% (2/12)と， 0 ~3 歳でやや高い値を示 した

が，有意差は認められなかった(表3). 

Salmonella分離株の各種性状(生物群，血清型，薬

表3 ペッ トイ グアナの地域別，雌雄別および年齢別に

みたS.enterica， P. multocidaおよびS.aureusの保菌

状況

項目 分類
%保菌率 (J湯性数/検体数)

地域別

雌雄別

年齢別

北海道・
東北

関東

北陸 ・
東海

S. en品加'a P. multoc的 S. aureus 

35.3 
(6/17) 

16.0 
(8/50) 

18.2 
(2/11) 

O 
(0/14) 

4.4 
(2/46) 

。
(0/10) 

28.6 
(4/14) 

19.6 
(10/46) 

O 
(010) 

一一一一一一ー一一一『ーーーー一一ー一一一一一一一一一一ー一『

関西
O O 10.0 
(0/11) (0/10) (1110) 

ーーー畳一ーーーー一一ーー一一一一一一一一一ー『ーー一一ー一一
中国 ・四 11.1 11.1 33.3 
国・九州 (119) (119) (3/9) 

雄 17.5 8.1 21.6 
(7/40) (3/37) (8/37) 

一一一一一一一ー一一ーーー一ーーーー一一一一一一一一一一ー一一

雌

不明

0-3 

4-6 

7-9 

10以上

不明

14.3 
(6/42) 

25.0 
(4/16) 

26.3 
(5/19) 

18.8 
(6/32) 

13.3 
(4;30) 

O 
(0/5) 

16.7 
(2/12) 

O 
(0/38) 

O 
(0114) 

7.1 
(1/14) 

3.3 
(1/30) 

3.7 
(1127) 

O 
(0/4) 

O 
(0/14) 

23.7 
(9/38) 

7.1 
(1114) 

7.1 
(1/14) 

16.7 
(5/30) 

33.3 
(9127) 

50.0 
(2/4) 

7.1 
(1114) 

剤感受性および遺伝子型):イグアナから分離された

Salmonella 49株のうち47株は生物群WのS.enterica 

subsp. houtenaeと分類され，他の2株は生物群 IのS.

enterica subsp. entericaであった.前者の血清型につ

いては， 48:g， ZSI:-が13株 (26.5%)，l1:z" Z23:型別不

能 (UT)が11株 (22.4 %)， 44:z" Zがーが8株(16.3%)，

16:z，:UTが6株 02.2 %)， 50:g， ZSI:ーが3株 (6.1%)， 

45:g， ZSI:司が3株 (6.1 %)， 50:z" Z32:ーが2株 (4.1 %) お

よび、43:z" Z32:ーが1株 (2.0%)であった.S. enterica 

subsp. enterica 2株の血清型は，13:z:1，6であった(表4).

17株の薬剤l感受性試験では， Streptomycin耐性株が

9株認められたが，その他の薬剤に対してはすべて感受

性であった.さらに， 17株すべてがinvAおよび:'stnの

両遺伝子を保有していた(データ未掲載). 

PasteurellaおよびStaphylococcus保菌状況:検

査した89頭のイグアナのうち， 13頭 04.6%)から合

計31株のPasteurella属菌が分離された(表2).このう

ち，P. multocidaは3頭 (3.4%)から，P. ureaeは2

頭 (2.3%)から，未同定の Pasteurellaspp.は8頭

(9.0%)からそれぞれ分離された.P. multocidaは関東

地方の46頭中の2頭 (4.4%)から，中国 ・四国・九州

日獣会誌 61 70-74 (2008) 一一一 72一一一
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表4 ペッ トイ グアナから分離されたSalmonellaの生物群と

血清型

H抗原
分離頭菌干重 生物群 0抗原
数(%)

S. e開terica 1本 l
subsp. I 13 z:1.6 

(5.9) enterica 

5市1
48 g. ZSI (29.4) 

Z4・Z23:UT
叫
5*1 

11 (29.4) 

3 
44 Z4， Z23:ー (17.7) 

2 
S. enterica 16 Z4:UT (11.8) 
subsp W 

l houtenae 50 g， Z51: (5.9) 

1 
45 g， ZSI:ー (5.9) 

1本 i
50 Z4. Z32:・ (5.9) 

l牟I
43 Z4， Z32 (5.9) 

合 計 17 

* 1 :異なる血清型の株を保菌している個体を含む.
*2 :型別不能

株数
(%) 

2 
(4.1) 

13 
(26.5) 

11 
(22.4) 

8 
(16.3) 

6 
(12.2) 

3 
(6.1) 

3 
(6.1) 

2 
(4.1) 

1 
(2.0) 

49 

地方9頭中のl頭 01.1%)からそれぞれ分離された.
また，P. multocidaは0-3歳， 4-6歳， 7-9歳の各

1頭から分離された.

Stゆhylococcus属菌は35頭 (39.3%)から合計110

株が分離された(表2).このうち， S. aureusは18頭

(20.2 %)から， S. capraeは3頭 (3.4%)から， S. 

warneriは1頭 (1.2%)から，未同定のStaPhylococ-

cus spp.は13頭 (14.6%)からそれぞれ分離された.年

齢別のS.aureusの保菌率は0-3歳で7.1% 0/14)， 

4-6歳で16.7% (5/30)， 7-9歳で33.3% (9/27)， 

10歳以上で50.0% (2/4)と加齢に伴い高くなる傾向

があった (表3).

P. multocidaおよびS.aureusの保菌率を地域別，雌

雄別および年齢別に比較したところ，いずれも有意差は

認められなかった.

考 察

これまでの研究により，およそ50-90%の鵬虫類が

Salmonellaを保菌していることが報告されている [4，

9， 10J.本研究では，検討したペッ トのイ グアナのSal-

monella保菌率は17.3%と過去の報告に比べて低率で

あった.また，性別，年齢別，地域別の保菌率にそれぞ

れ有意差は認められなかった.本研究で検討したイグア

ナは，すべて家庭で飼育されているペットであり，外部

環境から隔絶された状態で飼育されている.また，小松

菜，青梗菜，大根，南瓜などが給餌されており ，Salmo・

nellaの主要な感染ルートである肉類からの感染は考え

にくい.したがって，家庭内で飼育されているイグアナ

は，新たにSalmonellaに感染する機会は少なく，飼育

時あるいは輸入時から保菌していたと考えられた.いっ

ぽう，イグアナを多頭飼育している家庭や団体62カ所

のうち，Salmonella保菌を認めた施設は4カ所であっ

た.これらの施設における同菌保菌率は20.0% (2/10) 

から 100% (2/2)を示したことから，Salmonellaの感

染が施設内で起こった可能性がある.今後これら施設に

おける分離菌株の性状を比較し，施設内での水平伝播に

ついて検討する必要がある.

Jf~虫類から分離された Salmonella 分離株の生物群は

1， II， m a， m b， Nで，血清型も多種にわたること
が海外で報告されている [8，11]. 中華ら [3Jの報告

では，わが国へ輸入された直後のカメ類およびトカゲ類

から分離される Salmonellaは，生物群 Iが最も多く 全

体の59.1%であり，次いで， II， m bおよびW群の順と
なっている.これに対し，今回イグアナから分離された

SalmonellaはほとんどがW群で，人や動物から多く分

離されるI群は2株のみであった.以上のことから，わ

が国でベットとして飼育されているイグアナは，限られ

た生物群のSalmonellaを保菌しているものと考えられ

た.しかしながら， 2003年に米国では，胸虫類由来の

IV群のSalmonella血清型48:g，ZSI:ーおよび44:Z4Z23:-~こ

よる乳児の感染例が報告されている (CDC，MMWR， 

52，1206-1209，2003).また， 2004年2月に千葉県内で

発生した，自宅のイグアナが原因と疑われた生後27日

の乳児におけるサルモネラ症の事例では，N群の血清型

45:g， Zs，:ーが分離されている.本研究でも，ペットのイ

グアナから同様の血清型が分離されており，また，分離

株はinvAおよび、stnなどの病原因子をコードする遺伝

子も保有していた.以上のことから，わが国においても

イグアナは人，特に乳幼児のサルモネラ症の感染源にな

る可能性があるため，家庭内におけるその取り扱いには

注意する必要があるものと考えられた.

今回イグアナから分離されたSalmonella17株中9株

はStreptomycin耐性株であった.これら耐性株の出現

機構については不明であるが， Jf~虫類の Salmonella 感

染に対して，抗生物質による治療は効果的ではなく，む

しろ耐性菌の出現を誘導することが報告 (CDC，

MMWR， 52， 1206-1209， 2003) されていることから，

鵬虫類の細菌感染症に対する抗菌薬の投与には，十分注

意する必要があると思われた.

いっぽう，本研究において，イグアナの口腔内からパ

スツ レラ症の原因となるP.multocidaと化膿の原因と

なる S.aureusがそれぞれ3.4%， 20.2%の個体から分

離された.さらに，日和見感染症を引き起こす S.

capraeとS.warneri，人の上部気道炎の原因となる P.

ureae も分離されている . ~虫類が多くの家庭内で飼育
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されるのに伴い岐傷事故が増加しているが，今回のイグ

アナの飼育者に対して実施したアンケート調査でも，

73.5 % (25/34)の人が，飼育中の岐傷事故を経験して

いる(データ未掲載).海外でも，イグアナによる岐傷

事故 [1J.交傷に伴う炎症反応 [12J，Serratia 

marcescensの感染例[l3J などが報告されている.し

たがって，イグアナの飼育者に対しては，岐傷事故を未

然に防ぐとともに，その飼育方法や接し方などの配慮が

公衆衛生上重要であると思われた.

本研究の遂行に協力いただいた日本大学生物資源科学部獣医

学科獣医公衆衛生学研究室卒業生鈴江 周氏および服部勝洋

氏に御礼申し上げる.
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Prevalence of Salmonella， Pasteurella and StaPhylococcus among 
Pet Green Iguanas in J apan 

Hidenori KABEYAキ↑， Masahiro FUJITA， Yukio MORITA， Eiji YOKOYAMA， Kiyoe YODA， 

Akira YAMAUCHI， Koichi MURATA and Soichi MARUYAMA 

* College 01 Bioresource Science， Nihon Universiか， 1866 Kameino， Fujisawa， 252-8510， Japan 

SUMMARY 

This paper examines the prevalence of Salmonella， Pasteurella and StaPhylococcus bacteria found among pet 

green iguanas (Iguana iguana) in 23 prefectures throughout Japan. An examination of stool samples of the pet 

iguanas revealed Salmonella spp. in 17 of 98 samples (17.3%). Forty-seven of the 49 Salmonella isolates exam-

ined were classified as biogroup N， S. enterica subsp. houtenae. They included three isolates of serotype 45:g， 
Z51:-which had been found in a case of infant iguana-associated Salmonellosis in Japan. The remaining two iso-

lates were identified as biogroup 1， S. enterica subsp. enterica. Nine of the 17 isolates examined (52.9%) 

showed a resistance to streptomycin， and the genes for both a cell invasion factor (invA) and enterotoxin (stn) 

were detected in all 17 isolates. Of 89 oral swabs taken from the iguanas， P. multocida was isolated in three 

(3.4%) of the swabs and S. aureus was isolated in 18 (20.2%). 
Key words : Iguana， Pasteurella， Salmonella， Staρhylococcus. 
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